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一

　

本
稿
は
、
二
〇
一
四
年
一
月
一
五
日
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
お
い
て
行
わ
れ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
倭
寇
と
倭
寇
図
像
を
め
ぐ
る
研
究
集
会
―
美
術
史
の
立
場
か
ら

２
」
で
、「
総
括
コ
メ
ン
ト
」
と
し
て
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
共
同
利
用
研
究
拠
点
「
日
本
史
史
料
の
研
究
資
源
化
」
の

特
定
共
同
研
究
海
外
史
料
領
域
、
お
よ
び
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
「
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
「
倭
寇
」
画
像
の
収
集
と
分
析
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
で
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
す
る
）
の
研
究
成
果
の
一
端
を
示
す
も
の
と
し
て
企
画
さ
れ
た
。
筆
者
は
、

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
参
加
し
て
お
ら
ず
、「
総
括
コ
メ
ン
ト
」
を
述
べ
る
に
は
ふ

さ
わ
し
い
と
は
思
え
な
い
が
、
後
述
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
の
す
べ
て
を
幸
い
に

き
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
た
め
、
研
究
代
表
の
須
田
牧
子
氏
か
ら
の
強
い
ご
指
名

を
受
け
、
コ
メ
ン
ト
を
ま
と
め
た
次
第
で
あ
る
。

　

以
下
で
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
と
の
関
連
か

ら
言
及
す
る
。
つ
い
で
明
ら
か
に
な
っ
た
成
果
や
論
点
を
四
つ
に
整
理
し
、
私
見
を

述
べ
て
み
た
い
。

二

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
、
二
点
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

　

第
一
に
、
画
像
資
料
に
お
け
る
倭
寇
な
い
し
は
倭
人
像
に
つ
い
て
の
田
中
健
夫
氏

の
研
究
で
あ
る
。

　

既
に
須
田
牧
子
氏
［
後
述
の
須
田
①
］
が
紹
介
し
た
よ
う
に
、
原
色
複
製
版
『
倭

寇
図
巻
』
解
説
（
近
藤
出
版
社
、
一
九
七
四
年
）
に
お
い
て
、
田
中
健
夫
氏
は
「『
倭

寇
図
巻
』
に
つ
い
て
」
と
い
う
文
章
を
よ
せ
、
歴
史
学
の
立
場
か
ら
、
そ
の
特
徴
を

論
じ
、明
末
に
お
け
る
倭
寇
や
日
本
に
対
す
る
明
人
の
関
心
の
高
ま
り
を
指
摘
し
た
。

そ
し
て
画
面
展
開
の
構
成
を
（
１
）
倭
寇
船
団
の
出
現
、（
２
）
倭
寇
の
上
陸
、（
３
）

形
勢
の
観
望
、（
４
）
掠
奪
・
放
火
、（
５
）
退
避
す
る
明
人
、（
６
）
倭
寇
と
明
官

兵
と
の
接
戦
、（
７
）
勝
報
、（
８
）
明
官
兵
の
出
撃
の
八
つ
に
分
け
て
い
る
。

　

こ
の
文
章
の
背
景
に
は
、
田
中
氏
の
一
連
の
倭
寇
に
関
す
る
研
究
が
あ
る
。
そ
し

て
田
中
氏
が
一
貫
し
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
テ
ー
マ
が
、
国
際
認
識
・
対
外
認
識
で

あ
る
。
特
に
明
代
中
国
人
の
日
本
人
像
に
つ
い
て
は
、
松
下
見
林
『
異
称
日
本
伝
』

（
元
禄
元
年
〈
一
六
八
八
〉
木
版
本
）
や
、『
不
求
人
全
編
』（
序　

万
暦
三
七
年
〈
一

六
〇
九
〉）、『
学
府
全
編
』（
万
暦
三
五
年
〈
一
六
〇
七
〉
刊
行
）、『
万
宝
全
書
』（
崇

禎
元
年
〈
一
六
二
八
〉
以
後
）、
南
波
松
太
郎
氏
蔵
『
万
金
不
求
人
』（
万
暦
三
二
年

〈
一
六
〇
四
〉
刊
行
）
と
い
う
類
書
に
み
ら
れ
る
日
本
人
像
を
長
年
に
わ
た
り
検
討

し
た
。
そ
し
て
明
代
の
日
本
人
像
に
は
、
①
円
頂
・
長
袖
の
図
、
②
頭
髪
を
剃
り
、

大
刀
を
肩
に
か
つ
ぎ
、
半
裸
で
は
だ
し
の
姿
、
③
『
倭
寇
図
巻
』
の
倭
寇
像
で
あ
る

尻
か
ら
げ
、
頭
頂
を
剃
り
、
は
だ
し
の
三
系
列
が
あ
り
、
①
は
日
本
か
ら
勘
合
船
で

入
明
し
た
僧
侶
の
姿
、
②
倭
寇
像
と
し
た
。
明
代
に
、
日
本
人
や
倭
寇
像
が
こ
の
よ

う
に
固
定
化
・
画
一
化
し
、
そ
し
て
①
②
系
列
の
図
は
、
松
下
見
林
『
異
称
日
本
伝
』

に
よ
っ
て
日
本
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
交
流
の
変
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
っ
た
ん

固
定
化
・
画
一
化
さ
れ
た
国
際
認
識
は
、
容
易
に
変
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

（
１
）

総
括
コ
メ
ン
ト

関　
　
　
　
　

周　
　

一
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あ
る
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
う
し
た
田
中
氏
の
倭
寇
や
そ
の
画
像
に
つ
い
て
の
研
究

や
国
際
認
識
の
研
究
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。『
抗
倭
図
巻
』
を
は
じ
め
と
す
る

新
た
に
確
認
さ
れ
た
画
像
を
対
象
に
、こ
う
し
た
分
野
研
究
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

　

第
二
に
、
近
年
の
中
世
対
外
関
係
史
研
究
と
の
関
連
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

最
近
、
桜
井
英
治
氏
は
、「
中
世
史
へ
の
招
待
」（『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
第
六

巻　

中
世
１
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
、
所
収
）
に
お
い
て
、
近
年
の
対
外
関
係

研
究
の
動
向
を
次
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
。

　

テ
ー
マ
の
は
や
り
す
た
り

0

0

0

0

0

0

が
あ
る
な
か
で
、
こ
こ
四
半
世
紀
一
貫
し
て
隆
盛
を

保
っ
て
き
た
対
外
関
係
史
の
分
野
に
お
い
て
も
、
そ
の
関
心
が
微
妙
に
シ
フ
ト
し

て
き
て
い
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
よ
う
。
外
交
の
枠
組
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
び
と
の
地
域
を
ま
た
ぐ
活
動
や
交
流
を
す
く
い
あ
げ
て
き
た
九
〇
年

代
の
対
外
関
係
史
が
、
社
会
史
的
文
脈
を
よ
く
残
し
て
い
た
の
に
た
い
し
、
二
一

世
紀
に
な
っ
て
、
そ
れ
ま
で
提
出
さ
れ
て
き
た
多
彩
な
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
整
理
・
総

合
す
る
段
階
に
入
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
お
り
し
も
国
家
史
に
向
か
い
は
じ
め
て
い
た

中
世
史
学
界
全
体
の
動
き
と
共
振
を
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
い
う
と
、
私
は
そ
の
よ
う
な
動
向
を
批
判
し
て

い
る
わ
け
で
は
か
な
ら
ず
し
も
な
い
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
、
対
外
関
係
史
が
当

然
歩
む
べ
き
道
で
あ
っ
た
と
思
う
し
、
何
よ
り
も
日
本
列
島
の
歴
史
を
世
界
史
に

た
い
し
て
い
っ
た
ん
開
い
て
み
せ
た
意
義
は
大
き
い
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
た
こ

と
に
よ
り
「
国
内
史
」
自
体
が
鍛
え
ら
れ
、
従
来
の
一
国
史
に
は
回
収
さ
れ
な
い

力
を
も
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
５
）。
そ
の
成
果
は
本
講
座
の
各
論
文
に
お
い
て
も

大
い
に
活
か
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

対
外
関
係
史
以
外
で
は
、
室
町
幕
府
研
究
の
深
化
が
顕
著
で
あ
り
、
近
年
は
さ

ら
に
対
外
関
係
史
と
も
合
流
し
て
新
た
な
展
開
を
み
せ
つ
つ
あ
る
（
６
）。　

�

［
同
論
文
、
八
頁
。
傍
線
は
関
に
よ
る
。］

　

そ
し
て
左
の
よ
う
な
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
（
５
）
対
外
関
係
史
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
自
体
、
国
境
が
厳
と
し
て
存
在
す
る

現
代
の
産
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
日
で
こ
そ
対
外
関
係
史
の
ト
ピ
ッ
ク
と

し
て
扱
わ
れ
る
が
、
国
境
を
相
対
化
し
て
し
ま
え
ば
、
そ
の
実
き
わ
め
て
ロ
ー
カ

ル
な
事
件
も
あ
る
。
た
と
え
ば
日
朝
関
係
史
の
少
な
か
ら
ぬ
部
分
は
、
対
馬
史
、

す
な
わ
ち
日
本
の
他
の
地
域
に
お
け
る
地
域
史
・
地
方
史
に
相
当
し
よ
う
。
こ
こ

に
は
地
域
史
―
日
本
史
―
日
朝
関
係
史
と
い
う
同
心
円
的
展
開
は
な
く
、
し
ば
し

ば
地
域
史
と
日
朝
関
係
史
が
直
結
し
、
日
本
史
が
疎
外
さ
れ
る
。

（
６
）
橋
本
雄
『
中
華
幻
想
―
唐
物
と
外
交
の
室
町
時
代
史
』
勉
誠
出
版
、
二
〇

一
一
年
、
な
ど
。�

　
［
同
論
文
、
二
五
頁
］

　

傍
線
で
示
し
た
二
つ
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
、
桜
井
氏
は
具
体
的
な
研
究
を
明
示

し
て
い
な
い
が
、
前
者
の
一
九
九
〇
年
代
の
研
究
（
引
用
文
の　
　
　

部
）
は
、
村

井
章
介
氏
の
研
究
に
代
表
さ
れ
よ
う
。
村
井
『
ア
ジ
ア
の
な
か
の
中
世
日
本
』（
校

倉
書
房
、
一
九
八
八
年
）
の
「
あ
と
が
き
」
で
は
、「
国
家
そ
の
も
の
の
実
体
把
握

よ
り
も
、
国
家
の
わ
く
を
超
え
る
契
機
、
あ
る
い
は
国
家
を
外
か
ら
条
件
づ
け
て
い

る
諸
要
因
の
ほ
う
に
関
心
が
あ
る
」（
同
書
、
四
一
三
頁
）
と
い
う
よ
う
に
そ
の
関

心
の
所
在
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
村
井
氏
は
、
朝
鮮
・
中
国
史
料
に
「
倭
人
」
と
表

記
さ
れ
る
人
々
、
す
な
わ
ち
倭
寇
や
三
浦
の
人
々
を
分
析
し
、「
境
界
人
」
と
い
う

概
念
を
提
起
し
て
い
る
。
筆
者
の
研
究
も
、
村
井
氏
の
研
究
に
学
び
つ
つ
、
そ
れ
を

批
判
的
に
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
者
の
二
〇
〇
〇
年
代
の
研
究
―
国
家
ま
た
は

公
権
力
の
側
か
ら
の
研
究
は
、
現
在
四
〇
代
以
下
の
若
手
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
主

に
担
わ
れ
、
橋
本
雄
氏
や
須
田
牧
子
氏
が
代
表
的
な
論
者
で
あ
る
。
二
一
世
紀
に
入

り
、
後
者
の
研
究
論
文
が
急
増
し
、「
外
交
の
枠
組
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
び
と
の
地
域
を
ま
た
ぐ
活
動
や
交
流
」
に
つ
い
て
の
研
究
は
少
な
く
な
っ

た
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
は
、
前
者
の
一
九
九
〇
年
代
以
来
の
研
究
の
流
れ
に
属

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）
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す
る
。
画
像
に
描
か
れ
た
倭
寇
な
ど
の
分
析
自
体
が
、
一
六
世
紀
の
ア
ジ
ア
海
域
に

生
き
た
人
々
や
そ
の
交
流
を
知
る
手
が
か
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
画
像
の
分
析
や

美
術
史
と
の
協
業
と
い
う
研
究
方
法
や
、
国
際
認
識
と
い
う
研
究
テ
ー
マ
は
、「
社

会
史
的
文
脈
を
残
し
た
」
研
究
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

三

　

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
と
論
点
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
こ
れ
ま

で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
は
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
行
論
の
便
宜
上
、
各

報
告
は
、［
須
田
①
］［
朱
①
］
な
ど
の
か
た
ち
で
示
す
。
尚
、
報
告
題
目
は
、
研
究

紀
要
の
も
の
で
あ
る
。

第
一
回�

「
比
較
研
究
：「
抗
倭
図
巻
」
と
「
倭
寇
図
巻
」」（
二
〇
一
〇
年
一
一
月
一
二

日
）

須
田
牧
子
「『
倭
寇
図
巻
』
再
考
」［
須
田
①
］

朱　
　

敏�

「「
明
人
抗
倭
図
巻
」
を
解
読
す
る
―
「
倭
寇
図
巻
」
と
の
関
連
を
か

ね
て
」［
朱
①
］

陳　

履
生�

「
功
績
の
記
録
と
事
実
の
記
録
：
明
人
「
抗
倭
図
巻
」
研
究
」［
陳
①
］

（
以
上
、『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
第
二
二
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

第
二
回�

「
倭
寇
と
倭
寇
図
像
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
」（
二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
八

日
）

須
田
牧
子
「『
蒋
洲
咨
文
』
に
つ
い
て
」［
須
田
②
］

鹿
毛
敏
夫
「『
抗
倭
図
巻
』『
倭
寇
図
巻
』
と
大
内
義
長
・
大
友
義
鎮
」［
鹿
毛
］

陳　

履
生
「『
太
平
抗
倭
図
』
の
芸
術
上
の
特
徴
」［
陳
②
］

第
三
回�

「
倭
寇
と
倭
寇
図
像
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
Ⅱ　

倭
寇
図
巻
と
抗
倭
図
巻

を
め
ぐ
る
新
視
角
―
美
術
史
の
立
場
か
ら
」（
二
〇
一
一
年
一
二
月
一
〇
日
）

馬　

雅
貞
「
戦
勲
と
宦
蹟
―
明
代
の
戦
争
図
像
と
官
員
の
視
覚
文
化
―
」　
［
馬
］

山
﨑　

岳�

「
張
鑑
「
文
徴
明
畫
平
倭
圖
記
」
の
基
礎
的
考
証
お
よ
び
訳
注
―
中
国

国
家
博
物
館
所
蔵『
抗
倭
図
巻
』に
見
る
胡
宗
憲
と
徐
海
？
」［
山
﨑
①
］

（
以
上
、『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
第
二
三
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
）

第
四
回
「
倭
寇
と
倭
寇
図
像
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
」（
二
〇
一
三
年
四
月
二
日
）

須
田
牧
子�

「『
倭
寇
図
巻
』
研
究
の
現
状
と
課
題
―
趣
旨
説
明
に
か
え
て
」［
須
田

③
］

山
﨑　

岳�

「「
乍
浦
・
沈
荘
の
役
」再
考
―『
抗
倭
図
巻
』の
虚
実
に
せ
ま
る
」［
山

﨑
②
］

朱　
　

敏
「『
平
番
得
勝
図
』
考
略
」［
朱
②
］

陳　

履
生
「「
標
題
」
か
ら
『
平
番
得
勝
図
巻
』
を
読
む
」［
陳
③
］

（
以
上
、『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
第
二
四
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
）

第
五
回�

「
倭
寇
と
倭
寇
図
像
を
め
ぐ
る
研
究
集
会
―
美
術
史
の
立
場
か
ら
２
」（
二
〇

一
四
年
一
月
一
五
日
）

須
田
牧
子
「
特
定
共
同
研
究
倭
寇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
三
年
間
の
成
果
」［
須
田
④
］

板
倉
聖
哲
「
蘇
州
片
と
倭
寇
図
巻
と
抗
倭
図
巻
」［
板
倉
］

関　

周
一
「
総
括
コ
メ
ン
ト
」

（
以
上
、『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
第
二
五
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
。

�

本
号
）

　

右
の
諸
論
考
か
ら
、
成
果
と
論
点
を
四
点
に
分
け
て
述
べ
て
い
こ
う
。
個
々
の
論

点
に
つ
い
て
は
論
者
に
よ
り
見
解
の
相
違
が
あ
り
、
ま
た
研
究
集
会
を
経
る
に
し
た

が
っ
て
結
論
が
変
化
し
て
い
る
。
以
下
は
、
各
報
告
・
論
文
を
読
ん
だ
上
で
の
、
あ

く
ま
で
も
筆
者
の
視
点
か
ら
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
中
国
に
お
い
て
、
後
期
倭
寇
に
関
す
る
絵
画
資
料
が
複
数
確
認
さ
れ
、

そ
の
情
報
が
中
国
と
日
本
と
の
間
で
共
有
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
須
田

牧
子
氏
の
論
考
［
須
田
①
③
］
に
詳
し
い
が
、
簡
潔
に
触
れ
て
お
こ
う
。

　

従
来
、
日
本
に
お
い
て
、
後
期
倭
寇
に
関
す
る
絵
画
資
料
は
、
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
蔵
の
『
倭
寇
図
巻
』
の
み
が
唯
一
知
ら
れ
て
い
た
。
前
述
し
た
田
中
健
夫
氏
の
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研
究
も
、
こ
れ
に
拠
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
北
京
市
の
中
国
国
家
博
物
館
に

『
抗
倭
図
巻
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
日
本
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
い

わ
ば
新
し
い
絵
画
資
料
が
「
発
見
」
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

と
中
国
国
家
博
物
館
と
の
共
同
研
究
が
開
始
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
後
も
、『
太

平
抗
倭
図
』［
陳
②
］
や
『
胡
梅
林
平
倭
図
巻
』［
馬
］
の
よ
う
な
倭
寇
を
描
い
た
絵

画
資
料
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
り
、『
倭
寇
図
巻
』
の
み
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
研

究
状
況
と
は
完
全
に
一
変
し
た
。

　

第
二
に
、『
倭
寇
図
巻
』
と
『
抗
倭
図
巻
』
の
成
立
過
程
と
、
両
者
の
関
係
が
論

じ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
な
成
果
と
し
て
は
、
両
者
を
赤
外
線
で
撮
影
す
る
こ
と

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
肉
眼
で
判
読
で
き
な
か
っ
た
二
つ
の
年
号
表
記
が
明
ら
か
に
さ

れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
［
以
下
、
須
田
①
］。

　
『
倭
寇
図
巻
』
で
は
、
冒
頭
の
倭
寇
船
団
が
出
現
す
る
シ
ー
ン
で
、
倭
寇
船
に
は

た
め
く
旗
が
「
弘
治
四
年
」
と
判
読
で
き
た
。
こ
の
弘
治
は
日
本
の
年
号
で
あ
り
、

弘
治
四
年
は
、
西
暦
一
五
五
八
年
に
あ
た
る
。『
抗
倭
図
巻
』
で
は
、
倭
寇
船
に
は

た
め
く
中
央
の
旗
に
「
日
本
弘
治
三
年
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
弘
治
は
日
本
年
号

で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

　

こ
の
二
つ
の
年
次
に
は
、
ど
の
よ
う
な
出
来
事
が
起
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
明
で
は

嘉
靖
年
間
に
あ
た
り
、
嘉
靖
三
六
年
が
日
本
の
弘
治
三
年
に
あ
た
る
。
当
該
期
に
は
、

嘉
靖
の
大
倭
寇
の
主
役
で
あ
っ
た
王
直
が
明
に
捕
縛
さ
れ
、
斬
首
さ
れ
て
い
る
。
簡

単
な
年
表
を
あ
げ
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

嘉
靖
三
六
年
＝
弘
治
三
年

　
　

王
直
が
日
本
か
ら
戻
り
捕
縛
さ
れ
た
年

嘉
靖
三
七
年
＝
弘
治
四
年
／
永
禄
元
年
（
二
月
二
八
日
改
元
）

　
　

王
直
は
按
察
司
の
獄
に
下
さ
れ
る
。

　
　

�

王
直
と
同
行
し
て
き
た
大
友
義
鎮
の
使
者
徳
陽
・
善
妙
ら
が
、
明
軍
と

戦
っ
て
逃
亡
し
た
。

嘉
靖
三
八
年
＝
永
禄
二
年

　
　

王
直
、
斬
首
さ
れ
る
。

右
の
経
緯
を
踏
ま
え
れ
ば
、
須
田
牧
子
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
弘
治
三
年
と

四
年
は
、「
嘉
靖
大
倭
寇
鎮
圧
の
象
徴
的
な
年
」
と
い
う
評
価
が
で
き
る
［
須
田
①
、

一
九
八
頁
］。
こ
れ
に
関
す
る
史
料
が
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
「
蒋
洲
咨
文
」
で
あ
り
、
大
明
副
使
と
し
て
豊
後
大
友
氏
の
も
と
に
派
遣
さ
れ
た

蒋
洲
が
、
対
馬
宗
氏
に
対
し
て
倭
寇
の
禁
圧
を
求
め
て
い
る
［
須
田
②
］。

　

一
方
、「
明
人
抗
倭
図
巻
」（『
抗
倭
図
巻
』）
に
つ
い
て
は
、
朱
敏
氏
は
、「
同
時

代
に
作
成
さ
れ
た
、
写
実
的
な
絵
画
」
で
あ
り
、
王
江
涇
の
戦
い
を
忠
実
に
記
録
し

た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
『
倭
寇
図
巻
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『
倭

寇
図
巻
』
は
明
末
あ
る
い
は
清
初
の
人
が
「
明
人
抗
倭
図
巻
」（『
抗
倭
図
巻
』）
を

臨
模
し
た
も
の
で
あ
り
、
明
代
に
お
け
る
戦
い
が
勝
利
を
収
め
た
後
の
、
海
防
の
増

強
に
関
す
る
、
作
者
の
認
識
を
表
し
て
い
る
［
朱
①
］。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
陳
履
生
氏
は
、『
抗
倭
図
巻
』
の
美
術
作
品
と
し
て
の
完
成
度

の
高
さ
に
注
目
す
る
。
そ
し
て
明
代
か
ら
現
れ
た
、
皇
室
に
よ
く
使
わ
れ
る
表
現
を

用
い
て
、
連
続
的
な
表
現
に
よ
っ
て
歴
史
的
事
件
の
全
容
を
表
そ
う
と
し
た
も
の
で

あ
り
、雄
大
な
叙
事
詩
の
よ
う
な
皇
室
的
な
気
概
が
漂
う
と
評
価
し
て
い
る［
陳
①
］。

そ
し
て
、
左
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
抗
倭
図
巻
」
は
豊
富
な
内
容
と
複
雑
な
構
造
を
抱
え
な
が
ら
、
最
初
か
ら

最
後
ま
で
上
手
に
ま
と
め
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
間
の
間
隔
も
見
え
な
い
も
の
に
し
、

渾
然
一
体
の
感
を
作
り
上
げ
た
。　�

［
陳
①
、
二
二
七
頁
］

　

第
二
回
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、鹿
毛
敏
夫
氏
が
、『
抗
倭
図
巻
』『
倭
寇
図
巻
』

の
成
立
と
大
友
・
大
内
船
や
倭
寇
と
の
関
係
に
着
目
し
た
。
鹿
毛
氏
は
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

　

統
一
権
力
を
も
た
な
い
地
域
分
権
の
時
代
と
も
言
え
る
日
本
の
戦
国
時
代
に
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お
い
て
、
そ
の
地
域
公
権
を
担
っ
た
各
戦
国
大
名
の
な
か
で
も
、
大
友
義
鎮
や

大
内
義
長
の
よ
う
に
環
シ
ナ
海
域
の
一
角
（
九
州
や
中
国
地
方
）
に
領
国
を
有

し
、
大
船
を
建
造
す
る
技
術
と
財
力
を
も
ち
、
さ
ら
に
直
轄
水
軍
を
軸
に
領
国

沿
岸
の
海
上
勢
力
を
組
織
し
う
る
政
治
力
と
軍
事
力
を
保
持
し
た
人
物
は
、
明

政
府
か
ら
は
、
倭
寇
組
織
の
う
ち
の
日
本
側
構
成
員
を
統
轄
・
制
御
し
う
る
最

上
級
首
領
と
見
な
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。�

　
［
鹿
毛
、
三
〇
〇
頁
］

　

そ
し
て
明
側
が
、
大
友
船
を
「
巨
舟
」
と
し
て
記
し
て
い
る
史
料
（『
明
実
録
』）

を
と
り
あ
げ
る
。
こ
の
「
巨
舟
」
は
、
物
理
的
に
大
き
な
構
造
舟
で
あ
り
、
王
直
ら

と
連
携
し
て
密
貿
易
を
行
お
う
と
す
る
巨
大
倭
寇
船
団
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
た
も
の
だ

と
し
た
。

　

そ
し
て
、
旗
に
「
弘
治
」
年
号
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し

て
い
る
。

「
弘
治
」
年
間
の
日
本
か
ら
中
国
沿
海
部
に
渡
航
し
て
倭
寇
的
密
貿
易
や
略
奪

を
行
っ
た
倭
寇
船
を
作
画
モ
チ
ー
フ
と
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

『
抗
倭
図
巻
』『
倭
寇
図
巻
』
の
両
絵
巻
は
、
こ
う
し
た
日
本
「
弘
治
」
年
間

の
一
連
の
倭
寇
を
撃
退
し
、
い
わ
ゆ
る
嘉
靖
の
大
倭
寇
を
終
息
さ
せ
た
戦
功
の

記
録
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。［
鹿
毛
、
三
〇
一
頁
。
傍
線
部
は
関
に

よ
る
。］

　

須
田
氏
が
提
起
し
た
倭
寇
に
と
っ
て
の
日
本
弘
治
年
間
の
意
味
は
、
鹿
毛
氏
の
提

示
し
た
大
友
・
大
内
船
の
考
察
に
よ
っ
て
、
そ
の
理
解
は
い
っ
そ
う
深
ま
っ
た
と
い

え
る
。
右
で
引
用
し
た
鹿
毛
氏
の
主
張
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
段
階
に
お
け
る

結
論
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

　

鹿
毛
氏
が
明
ら
か
に
し
た
大
友
・
大
内
船
は
、
大
内
義
隆
の
滅
亡
後
に
派
遣
さ
れ

た
遣
明
船
で
あ
る
。
だ
が
明
側
は
、
遣
明
船
と
し
て
の
条
件
を
整
え
て
い
な
い
日
本

国
王
使
船
は
、
倭
寇
と
し
て
扱
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
大
友
・
大
内
船
を
、
明
側

が
倭
寇
と
認
識
し
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。
大
友
船
を
「
巨
舟
」
と
表
現
し
た
こ

と
は
、
明
側
に
与
え
た
衝
撃
の
大
き
さ
を
窺
わ
せ
る
。

　

だ
が
鹿
毛
氏
の
結
論
に
は
、
根
本
的
な
疑
問
が
あ
る
。
そ
れ
は
、『
明
実
録
』
に

み
え
る
大
友
船
の
「
巨
舟
」
と
、『
倭
寇
図
巻
』『
抗
倭
図
巻
』
に
描
か
れ
た
倭
船
・

倭
寇
と
は
そ
の
姿
が
ま
っ
た
く
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
点
と
し
て
後
述
す
る
明

代
の
「
戦
勲
図
」
と
い
う
系
譜
か
ら
考
え
る
と
、
王
直
を
拿
捕
し
た
挿
話
や
、
大
友

氏
の
「
巨
舟
」
そ
の
も
の
を
描
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
だ
が
『
倭
寇
図
巻
』『
抗

倭
図
巻
』
を
ど
ん
な
に
熟
覧
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
は
王
直
や
大
友
・
大
内
船
の
姿
を

見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

さ
ら
に
第
四
点
と
し
て
後
述
す
る
よ
う
な
、
倭
寇
の
実
態
が
中
国
人
を
主
体
と
す

る
密
貿
易
者
で
あ
る
こ
と
と
、「
弘
治
」
年
号
と
い
う
日
本
年
号
と
の
ズ
レ
を
ど
の

よ
う
に
説
明
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
明
代
中
国
人
が
、
日
本
年
号
の

「
弘
治
」
を
ど
の
程
度
ま
で
認
識
し
て
い
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。

　

第
三
に
、
美
術
史
か
ら
の
研
究
が
急
速
に
進
展
し
、
歴
史
学
と
成
果
を
共
有
で
き

る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
構
成
、
プ
ロ
ッ
ト
、
人
物
、
建
物
に
つ
い
て
の
芸
術
的
な
表
現
手
法
や
、

民
間
的
な
「
輿
地
図
」
に
基
づ
い
て
特
定
し
た
時
間
・
空
間
様
式
を
表
現
し
よ
う
と

し
た
こ
と
な
ど
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
馬
雅
貞
氏
に
よ
っ
て
、
戦
勲
図
と
い
う
コ
ン
テ
キ
ス
ト
が
明
ら
か

に
さ
れ
、
そ
の
中
で
『
倭
寇
図
巻
』・『
抗
倭
図
巻
』
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
の
意

義
は
大
き
い
［
板
倉
］。
す
な
わ
ち
戦
争
図
像
の
系
譜
が
明
ら
か
に
な
り
、『
倭
寇
図

巻
』『
抗
倭
図
巻
』
は
「
戦
勲
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

　

馬
氏
に
よ
れ
ば
、
明
代
の
戦
争
絵
画
は
戦
勲
図
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
個
人
の
事
績

を
中
心
に
、
特
定
の
官
吏
の
功
績
を
め
ぐ
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て

個
人
の
官
吏
と
し
て
の
経
歴
を
描
い
た
宦
蹟
図
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
も
戦
争

図
像
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
、
戦
殊
図
の
発
展
は
宦
蹟
図
と
共
に
考
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察
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
戦
勲
図
は
、
倭
寇
を
平
定
し
た
功
労
者
を

絵
画
化
し
た
も
の
と
し
、
江
南
の
文
人
に
題
詩
を
依
頼
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。

　

そ
し
て
馬
氏
は
、
張
鑑
「
文
徴
明
畫
平
倭
圖
記
」
に
注
目
し
、
そ
の
人
物
描
写
は
、

『
抗
倭
図
巻
』
の
内
容
と
一
致
す
る
と
い
う
。
馬
氏
は
、『
倭
寇
図
巻
』
と
『
抗
倭

図
巻
』
は
、
胡
宗
憲
の
倭
寇
平
定
に
取
材
し
た
蘇
州
片
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
［
以

上
、
馬
］。

　

だ
が
、
素
朴
な
疑
問
と
し
て
、『
倭
寇
図
巻
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
物
は
、
特

定
の
人
物
を
表
現
し
た
も
の
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
同
図
に
は
、
特
定
の
人
物
を

示
す
よ
う
な
表
現
が
み
ら
れ
な
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
『
抗
倭
図
巻
』
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
と
史
実
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
山
﨑
岳
氏

が
否
定
的
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
山
﨑
氏
は
、『
抗
倭
図
巻
』
と
、
中
国
側
研
究

者
が
指
摘
す
る
乍
浦
・
沈
荘
の
役
と
い
う
史
実
と
の
間
に
は
明
確
な
関
連
性
に
乏
し

い
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
例
え
ば
、
張
鑑
と
す
る
人
物
の
比
定
に
は
、
決
定
的
な
根

拠
は
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
山
﨑
氏
は
、
画
像
を
描
く
に
あ
た
り
、
絵
師
が
的
確
な

情
報
を
入
手
し
、
描
い
て
い
る
か
と
い
う
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
、

『
抗
倭
図
巻
』
に
お
け
る
仏
郎
機
砲
の
描
写
の
不
正
確
さ
を
あ
げ
て
い
る
［
以
上
、

山
﨑
②
］。

　

史
実
と
図
像
と
の
関
係
や
、
図
像
相
互
の
関
係
を
論
じ
た
も
の
が
、
朱
敏
氏
の
論

考
で
あ
る
。『
平
番
得
勝
図
』（『
平
番
得
勝
図
巻
』）
は
、
標
題
か
ら
地
域
や
民
族
を

示
し
、『
明
実
録
』
か
ら
平
番
褒
賞
記
録
を
抽
出
し
、「
平
番
図
」
関
係
者
の
官
職
昇

降
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
こ
の
図
は
、
階
州
に
お
け
る
番
族
騒
擾
の
平
定
、

麻
山
関
・
洮
州
の
番
族
騒
擾
の
平
定
を
示
し
た
も
の
と
し
た
。
そ
の
背
景
に
、
西
北

地
方
に
対
す
る
政
治
、
軍
事
、
民
族
政
策
、
と
り
わ
け
土
司
制
度
が
反
映
さ
れ
て
い

る
と
し
た
［
朱
②
］。

　

ま
た
陳
履
生
氏
は
、「
標
題
」か
ら『
平
番
紀
事
』と
の
関
連
性
を
指
摘
す
る
。『
平

番
記
事
』
と
同
じ
目
的
・
同
じ
主
要
な
賞
賛
す
る
対
象
で
あ
り
、
異
な
る
手
法
を
と

る
こ
と
で
相
互
に
補
完
し
て
い
る
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
絵
師
は
、『
平
番
記
事
』

を
参
照
し
た
上
で
、
注
文
者
の
別
の
要
求
に
応
じ
て
新
た
な
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
、
絵

画
の
ル
ー
ル
に
合
致
し
た
構
想
や
画
面
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
し
た
（
可
能
性
）
を
指

摘
し
て
い
る
［
陳
③
］。

　

一
方
、
日
本
の
美
術
史
研
究
の
側
か
ら
は
、
板
倉
聖
哲
氏
が
、「
蘇
州
片
」
と
い

う
用
語
を
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
定
式
化
し
た
。
そ
し
て
板
倉
氏
が
実
見
し
た
い

く
つ
か
の
『
清
明
上
河
図
』
に
つ
い
て
、
そ
の
分
析
対
象
と
な
る
諸
要
素
を
明
ら
か

に
す
る
。
そ
し
て
『
倭
寇
図
巻
』
と
『
抗
倭
図
巻
』
の
関
係
に
つ
い
て
、
樹
木
や
波

の
表
現
な
ど
か
ら
、「
主
題
に
関
わ
る
部
分
で
は
多
く
の
共
通
点
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、
周
縁
部
分
、
ノ
イ
ズ
で
は
全
く
異
な
る
位
相
を
示
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
」

と
評
価
し
て
い
る
。
さ
ら
に
文
徴
明
に
仮
託
さ
れ
た
「
平
倭
図
巻
」
に
つ
い
て
考
察

し
、
文
徴
明
が
蘇
州
に
お
い
て
倭
寇
を
見
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
［
板
倉
］。

　

板
倉
氏
の
論
考
は
、
美
術
史
研
究
の
側
か
ら
の
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
括
と
い

え
る
も
の
で
、
そ
の
内
容
に
立
ち
入
る
だ
け
の
用
意
は
な
い
が
、
歴
史
学
の
側
か
ら

い
え
ば
、
倭
寇
な
ど
に
関
す
る
画
像
資
料
を
ど
の
よ
う
な
基
準
で
み
る
べ
き
か
と
い

う
こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
共
同
研
究
を
進
展
さ
せ
る
上
で
の
礎
が

築
か
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

第
四
に
、
後
期
倭
寇
の
実
態
に
つ
い
て
、
新
た
な
視
点
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。

　

日
本
史
分
野
に
お
け
る
後
期
倭
寇
の
研
究
は
、
前
述
し
た
田
中
健
夫
氏
の
研
究
が

到
達
点
だ
と
い
え
る
。
田
中
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
た
荒
野
泰
典
「
日
本
型
華
夷
秩
序

の
形
成
」（
朝
尾
直
弘
・
網
野
善
彦
・
山
口
啓
二
・
吉
田
孝
編
『
日
本
の
社
会
史
』

第
一
巻
、
列
島
内
外
の
交
通
と
国
家
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
、
所
収
）
は
、
一

六
世
紀
半
ば
か
ら
一
七
世
紀
後
半
に
お
け
る
海
域
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な

枠
組
み
を
示
し
て
い
る
。
当
該
期
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
の
通
交
網
に
生
じ
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た
諸
現
象
を
、
荒
野
氏
は
「
倭
寇
的
状
況
」
と
概
括
す
る
。
そ
の
主
役
は
、
海
禁
下

の
中
国
沿
岸
に
お
け
る
出
会
貿
易
（
密
貿
易
）
を
行
う
倭
寇
（
後
期
倭
寇
）
で
あ
る
。

彼
ら
は
国
境
・
民
族
の
枠
を
こ
え
た
人
々
の
連
合
体
で
あ
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
華

人
で
、
日
本
人
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
加
わ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
ア
ジ
ア

の
あ
る
地
域
に
お
い
て
、
そ
の
地
域
の
原
住
民
の
ほ
か
に
多
種
類
の
民
族
が
雑
居
し

て
、
多
様
な
交
流
を
く
り
ひ
ろ
げ
て
い
る
状
態
を
「
諸
民
族
雑
居
」
と
呼
ん
だ
。

　

右
で
み
た
荒
野
氏
の
後
期
倭
寇
に
つ
い
て
の
理
解
は
、
田
中
氏
の
所
説
を
踏
ま
え

た
も
の
だ
が
、
日
本
史
研
究
に
お
い
て
は
、
密
貿
易
者
と
し
て
の
側
面
を
強
調
し
、

村
井
章
介
氏
の
い
う
境
界
人
の
典
型
例
と
理
解
し
て
い
る
。
韓
国
で
は
数
少
な
い
後

期
倭
寇
の
研
究
者
で
あ
る
尹
誠
翊
氏
は
、『
明
代
倭
寇
の
研
究
』（
景
仁
出
版
社
〔
ソ

ウ
ル
〕、
二
〇
〇
七
年
）
に
お
い
て
、
倭
寇
の
掠
奪
者
と
し
て
の
側
面
に
も
注
目
し

て
い
る
。

　

右
で
述
べ
た
近
年
の
通
説
に
対
し
て
、
山
﨑
岳
氏
は
、
江
南
に
お
け
る
中
国
国
内

の
内
戦
と
い
う
側
面
か
ら
倭
寇
を
捉
え
る
と
い
う
新
し
い
視
点
を
提
示
し
て
い
る
。

山
﨑
氏
は
、「
倭
賊
」
の
側
に
多
く
の
江
南
の
住
民
が
附
き
し
た
が
っ
て
い
る
こ
と

に
も
注
目
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

な
お
、
一
般
に
「
倭
寇
」
と
は
海
賊
の
一
種
だ
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ

う
だ
が
、
航
行
中
の
船
を
襲
っ
て
積
み
荷
を
奪
う
と
い
っ
た
典
型
的
な
海
賊
行

為
は
「
倭
寇
」
の
本
領
で
は
な
い
。
和
船
も
含
め
て
、「
倭
寇
」
側
が
乗
用
し

た
中
小
の
船
隻
は
、海
戦
に
お
い
て
は
福
建
や
広
東
の
大
型
船
に
歯
が
立
た
ず
、

明
朝
官
軍
の
敵
で
は
な
か
っ
た
。「
倭
賊
」、
と
り
わ
け
そ
の
精
鋭
部
隊
で
あ
っ

た
日
本
人
の
集
団
が
現
地
の
官
軍
を
圧
倒
し
え
た
の
は
む
し
ろ
陸
上
に
お
い
て

で
あ
っ
た
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、「
倭
寇
」
が
明
朝
中
央
で
大
問
題
と
し
て

と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
海
賊
行
為
の
ゆ
え
で
は
な
い
。
肥
沃
な
農

業
地
帯
で
あ
り
、
先
進
的
な
手
工
業
生
産
地
で
あ
り
、
ま
た
騒
人
墨
客
の
集
う

文
芸
の
中
心
地
で
も
あ
っ
た
江
南
地
方
を
、
半
ば
独
立
状
態
に
置
く
か
の
よ
う

に
、「
倭
賊
」
集
団
が
占
拠
し
た
が
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
形
勢
を
放
置

し
て
お
け
ば
、
第
二
の
首
都
で
あ
り
明
朝
の
南
方
支
配
の
中
枢
で
あ
る
南
京
が

脅
か
さ
れ
、
さ
ら
に
南
方
か
ら
漕
運
を
通
じ
て
運
ば
れ
る
富
に
多
く
を
依
存
し

て
い
た
明
朝
政
権
に
と
っ
て
、
そ
の
存
立
の
危
機
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。�

　
［
山
﨑
①
、
三
五
〇
頁
。
傍
線
は
関
に
よ
る
。］

　

日
本
史
研
究
者
に
は
な
か
っ
た
視
点
か
ら
論
じ
た
も
の
で
興
味
深
い
が
、
次
の
よ

う
な
疑
問
が
あ
る
。

　

王
直
を
は
じ
め
と
す
る
倭
寇
の
頭
目
が
中
国
人
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
前

述
し
た
よ
う
に
、
後
期
倭
寇
の
主
力
を
中
国
人
（
華
人
）
と
み
る
こ
と
が
日
本
史
分

野
の
基
本
的
な
理
解
で
あ
る
。
傍
線
部
の
理
解
は
、
そ
れ
と
は
明
ら
か
に
見
解
の
異

な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
の
相
違
に
つ
い
て
明
確
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

特
に
「
倭
賊
」
の
精
鋭
部
隊
を
「
日
本
人
の
集
団
」
と
す
る
の
は
ど
の
よ
う
な
根
拠

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
右
に
引
用
し
た
文
章
の
直
前
に
は
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

こ
の
時
代
の
南
九
州
の
武
力
に
恃
ん
だ
海
外
進
出
へ
の
気
運
は
、
半
世
紀
後
の

琉
球
侵
攻
の
前
提
と
な
っ
た
も
の
で
、「
倭
寇
」
の
「
倭
寇
」
た
る
所
以
で
あ
っ

た
と
も
い
え
る
。

　

こ
こ
で
い
う
「
南
九
州
の
武
力
に
恃
ん
だ
海
外
進
出
へ
の
気
運
」
と
は
具
体
的
に

は
何
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
南
九
州
の
武
力
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
大
友
氏

や
島
津
氏
ら
戦
国
大
名
た
ち
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
「
南
九
州
の
武
力
」
が
、

「
倭
寇
」
の
精
鋭
部
隊
が
「
日
本
人
の
集
団
」
と
な
る
よ
う
に
読
め
る
。

　

さ
ら
に
「
半
世
紀
後
の
琉
球
侵
攻
」
と
は
島
津
家
久
に
よ
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
は

一
六
〇
九
年
の
こ
と
で
、
山
﨑
氏
自
身
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
嘉
靖
の
大
倭
寇

の
時
期
と
は
半
世
紀
ほ
ど
の
開
き
が
あ
る
。
そ
の
間
に
は
、
島
津
氏
の
三
州
争
乱
の

克
服
、
島
津
氏
と
大
友
氏
の
合
戦
（
島
津
氏
の
勝
利
）
や
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
九
州
征

服
な
ど
が
起
き
て
い
る
。「
こ
の
時
代
の
南
九
州
の
武
力
に
恃
ん
だ
海
外
進
出
へ
の
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気
運
」
と
琉
球
侵
攻
と
の
関
係
は
、
丁
寧
に
論
証
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

〔
注
〕

（
１
）　

田
中
健
夫
『
倭
寇
と
勘
合
貿
易
』（
至
文
堂
、
一
九
六
一
年
。
増
補
版
、
一
九
六
六

年
。
田
中
健
夫
著
・
村
井
章
介
編
『
増
補　

倭
寇
と
勘
合
貿
易
』
筑
摩
書
房
〔
ち
く

ま
学
芸
文
庫
〕、
二
〇
一
二
年
）、『
倭
寇
』（
教
育
社
〔
教
育
社
新
書
〕、
一
九
八
二
年
。

講
談
社
〔
講
談
社
学
術
文
庫
〕、
二
〇
一
二
年
）、「
倭
寇
と
東
ア
ジ
ア
通
交
圏
」（
朝

尾
直
弘
・
網
野
善
彦
・
山
口
啓
二
・
吉
田
孝
編
『
日
本
の
社
会
史
』
第
一
巻　

列
島

内
外
の
交
通
と
国
家
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
、
所
収
。
後
、
田
中
『
東
ア
ジ
ア

通
交
圏
と
国
際
認
識
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
に
収
録
）
な
ど
。

（
２
）　

田
中
健
夫 

「
倭
寇
図
雑
考
―
明
代
中
国
人
の
日
本
人
像
―
」（『
東
洋
大
学
文
学
部

紀
要
』第
四
一
集
、一
九
八
八
年
）、「
倭
寇
図
追
考
―
清
代
中
国
人
の
日
本
像
１
」（『
東

洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四
六
集
、
一
九
九
三
年
）、「
倭
寇
図
補
考
―
仁
井
田
陞
氏

旧
蔵
書
に
つ
い
て
―
」（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四
七
集
、
一
九
九
四
年
）。
右

の
三
論
文
は
、
田
中
『
東
ア
ジ
ア
通
交
圏
と
国
際
認
識
』（
前
掲
）
に
収
録
さ
れ
た
。

（
３
）　

村
井
章
介
『
中
世
倭
人
伝
』（
岩
波
書
店
〔
岩
波
新
書
〕、
一
九
九
三
年
）、『
日
本

中
世
境
界
史
論
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）

（
４
）　

関
周
一
『
中
世
日
朝
海
域
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）、『
対
馬
と

倭
寇
』（
高
志
書
院
〔
高
志
書
院
選
書
〕、
二
〇
一
二
年
）

（
５
）　

橋
本
雄
『
中
世
日
本
の
国
際
関
係
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）・『
中
華
幻
想

―
唐
物
と
外
交
の
室
町
時
代
史
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
）、
須
田
牧
子
『
中
世

日
朝
関
係
と
大
内
氏
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
。

　

本
研
究
集
会
は
、科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
Ａ「
ロ
シ
ア
・
中
国
を
中
心
と
す
る
在
外
日
本
関
係
史
料
の
調
査
・
分
析
と
研
究
資
源
化
の
研
究
」（
課
題
番
号23242039

、研
究
代
表
者
：
保
谷

徹
）・

お
よ
び
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
倭
寇
」
画
像
の
収
集
と
分
析
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
研
究
代
表
者
須
田
牧
子
）
の
一
環
と
し
て
、
そ
の
経
費
の
一
部
も
使
用
し
て
行
な
っ
た
。
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